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 本研究プロジェクトは2008年度に発足した。もともとは、近代日本におけるある建築家の行動と思想の軌跡
を歴史的に考察しようとしている三村の関心を軸にしながら、それをより広げて、近代日本のありようを、「標準
化」という視点から把握することでその特質を明らかにしてみようというのが、含意であった。「標準
化」（standardization）という用語は、基本的には何らかの規格が設定され、それが優勢になってその分野
に支配的影響力を及ぼすようになるさまをさしている。それは産業や工業部門ではじまり、経済や社会、政治
の領域へと広がった。後者の領域では、標準化とは定式化とイコールである場合も少なくない。 
 このような標準化のはじまりは、基本的に２０世紀のことである。イギリスで1901年に土木学会の提唱で英国
規格協会が発足した。具体的には土木関係団体が工学標準化委員会（Engineering Standards 
Committee）をよびかけ、まずは鉄鋼業の標準化を検討し、まちまちな形状の構造要綱が大幅に整理され、
これを皮切りにさまざまな分野で英国規格の作成と登録が始まった。この英国規格は、第一次世界大戦中に、
同海軍、陸軍、商務院、ロイド船舶、内務省、ロンドン、道路審議会、 州議会、植民地政府などでも使用され
るようになり、急速に広がった。さらに英連邦の各国にも1920年代に波及した。 
 背景にあったのは第一次世界大戦が兵器をはじめさまざまな工業製品や、備品、原材料の規格の統一化
を必至とした事情であった。汎用性、互換性の面で、規格化は不可避であり、それはまた他の参戦国も同様
であった。工学標準化委員会は、1931年に英国規格協会（British Standards Institution）と改名した。第
一次世界大戦を契機としたこうした事態は、アメリカ、ドイツ、さらには日本でも進行した。 日本でも1921年に
勅令によって工業品規格統一調査会が設置された。日本標準規格（旧ＪＥＳ）の始まりであった。 
 ここで注意しておかねばならないのは、工業製品や部品の標準化とともに、それらを作成する人による作業、
労働のありように対する標準化が、経営者によって志向されたことである。テーラー（Frederick Winslow 
Taylor, 1856－1915）の科学的管理法の登場である。テーラー自身はもともと技術者で、高速度鋼を発明し、
金属の切削能力を飛躍的に高めてた。彼はそうした経験を元に、製造業の作業一般に対して、課業管理、作
業の標準化、作業管理のために最適な組織形態の３つを原則として「科学的」に「管理」する途を主張した。
その中心は作業の標準化にあり、時間研究と動作研究からなる時間と手順の標準化を考案した。生産工程
における作業を「要素動作」と呼ばれる細かい動作に分解し、各動作にかかる時間を計測して標準的作業時
間を算出し、短時間に優秀な作業を進める労働者を範とする課業管理を遂行しようとした。動作研究は、テー
ラーと親しかったギルブレス夫妻による無駄な動作の排除が大きな役割を果たしたとされている。 
 このような、製品と生産過程双方の標準化を把握する際には、産業ごと、国ごとにそれぞれがどのように進
行したのかという、いわば比較史的な考察方法がとられることが多い。本研究もまたそうした方法を採用してい
る。だがそれだけでは視野から脱落する点がある。それは、こうした標準化の進行が、必ずしも画一化の進行
を意味しない点である。製品においても、また生産過程においても、現実の歴史的な展開は、標準化が進む
一方で、違う性質のものや生産過程のあり様を各地に生み出していった（いる）現実を私たちに突きつけても
いる。言い換えると、比較史で各国、直接には日本の特質を究明していこうとした作業が、同時に均質的では
ない現実の展開、変動のプロセスを示してきたことをどのように考えるかということである。私たちの次の検討
課題は、そのことの検討にむかうこととなろう。 
 
 
 
